
５月の休日窓口　１３日（日）、２６日（土）　８時３０分～正午・１時～５時　市民課、保険年金課、課税課、納税課

ファクス042-377-4781

市役所の代表電話は�

042-378-2111

　ホームページ http://www.city.inagi.tokyo.jp/�
　携帯電話版 http://www.city.inagi.tokyo.jp/i/�
　（左のバーコードを読み取り機能付き携帯電話で読み取ってください）� 発行　東京都稲城市　〒206-8601　東京都稲城市東長沼2111　編集 秘書広報課広報広聴係�

市役所の代表電話は�

042-378-2111

▼
�

市の花�
「梨」�
�

緑につつまれ友愛に満ちた�
市民のまち稲城�

2007
平成19年�

第951号� 5.1

　

４
月
か
ら
、
３
歳
未
満
の
乳

幼
児
を
養
育
し
て
い
る
方
へ
の

児
童
手
当
の
支
給
額
が
変
わ
り

ま
し
た
。３
歳
未
満
の
第
１
子
・

第
２
子
の
手
当
月
額
が
倍
増
し
、

一
律
月
１
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
る
手
続
き
は
、

特
に
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

表１　児童手当　所得制限額
特例給付

（厚生年金など加入者）
児童手当

（国民年金加入者）扶養人数

５,３２０,０００円４,６００,０００円０人
５,７００,０００円４,９８０,０００円１人
６,０８０,０００円５,３６０,０００円２人
６,４６０,０００円５,７４０,０００円３人
６,８４０,０００円６,１２０,０００円４人
７,２２０,０００円６,５００,０００円５人

※扶養人数とは、１８年中の税法上の扶養人数です。
※表１の金額と比べるのは、申請者の所得（源泉徴収票の「給与所得控除
後の金額」、市・都民税特別徴収税額通知の「総所得金額①」、確定申告
書の「所得金額の合計」）から、表２の控除額を引いた金額です。

　

小
学
校
修
了
前
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に
支
給
す
る
児

童
手
当
、
ひ
と
り
親
家
庭
や
障

害
児
養
育
家
庭
を
対
象
と
し
た

児
童
育
成
手
当
は
５
月
申
請
分

か
ら　

年
分
の
所
得
額
で
審
査

１８

し
ま
す
。
所
得
制
限
額
及
び
控

除
額
は
、
表
１
〜
表
４
の
と
お

り
で
す
。こ
の
審
査
に
よ
っ
て
、

今
ま
で
所
得
超
過
の
た
め
に
手

当
が
支
給
さ
れ
な
か
っ
た
方
で

も
支
給
対
象
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
手
当
は
養

育
し
て
い
る
方
か
ら
の
申
請
が

な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
現
在
、
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方
に
は
、
５
月
末
に
現
況
届

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
同
封
す

る
書
類
を
お
読
み
に
な
り
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

児
童
手
当

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
申

請
書　

②
印
鑑　

③
申
請
者
本

人
名
義
の
金
融
機
関
（
郵
便
局

を
除
く
）
の
口
座
番
号
が
分
か

る
通
帳
な
ど　

④
厚
生
年
金
な

ど
に
加
入
し
て
い
る
方
（
国
民

年
金
加
入
者
、公
務
員
を
除
く
）

は
、
そ
れ
ぞ
れ
申
請
者
本
人
の

保
険
証
の
コ
ピ
ー
（
勤
務
先
で

証
明
を
受
け
た
年
金
加
入
証
明

書
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
）　

⑤
１
月
１
日
現
在
、市

に
住
所
の
な
い
方
は
、
当
時
の

住
所
地
の
区
市
町
村
長
が
発
行

す
る　

年
度
住
民
税
課
税
証
明

１９

書（
児
童
手
当
用
）

※
①（
申
請
書
）と
④
（
年
金
加

入
証
明
書
）
は
、
子
育
て
支
援

課
ま
た
は
平
尾
･
若
葉
台
出
張

所
に
あ
り
ま
す
。
④
（
年
金
加

入
証
明
書
）
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

※
認
定
後
、
申
請
し
た
日
の
翌

月
分
か
ら
が
手
当
の
支
給
対
象

に
な
り
、
申
請
が
遅
れ
る
と
そ

の
分
の
手
当
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
、
③
④
⑤
の
提
出
は
後

日
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
⑤
は
通

常
６
月
以
降
に
発
行
さ
れ
ま
す
。

※
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
に

つ
い
て
は
、　

月
か
ら　

年
分

１０

１８

の
所
得
額
で
の
審
査
と
な
り
ま

す
の
で
、
今
回
と
併
せ
て
の
申

請
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
申
請　

子
育
て
支
援
課
児
童

係
、
平
尾
･
若
葉
台
出
張
所

※
公
務
員
の
方
は
勤
務
先

 

児
童
育
成
手
当

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
申

請
書　

②
印
鑑　

③
申
請
者
本

人
名
義
の
金
融
機
関
（
郵
便
局

を
除
く
）
の
口
座
番
号
が
分
か

る
通
帳
な
ど　

④
戸
籍
や
障
害

状
況
を
示
す
手
帳
な
ど
（
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）

⑤
１
月
１
日
現
在
、
市
に
住
所

の
な
い
方
は
、
当
時
の
住
所
地

の
区
市
町
村
長
が
発
行
す
る　
１９

年
度
住
民
税
課
税
証
明
書
（
児

童
手
当
用
）

※
①（
申
請
書
）は
、
子
育
て
支

援
課
に
あ
り
ま
す
。

※
認
定
後
、
申
請
し
た
日
の
翌

月
分
か
ら
が
手
当
の
支
給
対
象

に
な
り
、
申
請
が
遅
れ
る
と
そ

の
分
の
手
当
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
、
③
④
⑤
の
提
出
は
後

日
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
⑤
は
通

常
６
月
以
降
に
発
行
さ
れ
ま
す
。

▽
申
請　

子
育
て
支
援
課
児
童

係
　

母
子
家
庭
な
ど
を
対
象
に
支

給
す
る
児
童
扶
養
手
当
（　

年
１８

　

月
〜
３
月
分
）
を
４
月
中
旬

１２に
受
給
し
て
い
る
方
の
指
定
口

座
に
振
り
込
み
ま
し
た
。
該
当

す
る
方
は
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

振
込
口
座
に
変
更
の
あ
っ
た

場
合
や
振
り
込
ま
れ
て
い
な
い

場
合
は
、連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援

課
児
童
係

　

市
内
の
交
通
事
故
発
生
件
数

は
、
前
年
と
比
較
し
て　

年
は

１６

　

件
増
加
、　

年
は
５
件
増
加

３０

１７

と
、
増
加
傾
向
が
続
き
ま
し
た

が
、
昨
年
の　

年
は　

件
減
少

１８

５１

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

交
通
安
全
運
動
の
基
本
事
項
で

あ
る
高
齢
者
の
交
通
事
故
や
、

重
点
事
項
の
二
輪
車
事
故
も
減

少
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
年
は
既
に
３
人

の
お
年
寄
り
が
交
通
事
故
で
亡

く
な
ら
れ
て
お
り
、
事
故
発
生

件
数
も
３
月
末
現
在
で
昨
年
よ

り
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
交
通
安
全
運
動
を
機
会

に
、
家
庭
や
学
校
、
職
場
や
地

域
で
交
通
安
全
に
つ
い
て
考
え

ま
し
ょ
う
。

 

基
本
事
項

　

子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

 

重
点
事
項

①
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

②
飲
酒
運
転
の
根
絶

③
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

④
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と

チ
ャ
イ

ル
ド
シ

ー
ト
の

正
し
い

着
用
の

徹
底

 

行
事

○
交
通
安
全
ロ
ー
ラ
ー
作
戦

　

市
内
各
戸
に
交
通
安
全
に
関

す
る
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。

▽
期
日　

５
月　

日（
土
）

１２

○
交
通
安
全
駅
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン▽
期
日　

５
月　

日（
火
）

１５

▽
時
間　

午
前
７
時　

分
〜
８

３０

時　

分
３０

○
高
齢
歩
行
者
保
護
誘
導
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン

▽
期
日　

５
月　

日（
水
）

１６

▽
時
間　
　

時
〜　

時

１０

１１

○
二
輪
車
・
自
転
車
ス
ト
ッ
プ

作
戦

▽
期
日　

５
月　

日
（
木
）

１７

▽
時
間　
　

時
〜　

時

１０

１１

 
運
転
者
講
習
会

　

多
摩
稲
城
交
通
安
全
協
会
各

支
部
の
主
催
で
、
多
摩
中
央
警

察
署
交
通
課
警
察
官
に
よ
る
運

転
者
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

▽
期
日
・
時
間
・
会
場　

①
５

月　

日（
水
）・
午
後
７
時　

分

１６

３０

〜
・
中
央
文
化
セ
ン
タ
ー　

②

５
月　

日（
金
）・
午
後
７
時
〜
・

１８

第
二
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
問
い
合
わ
せ　

管
理
課
交
通

対
策
係
、
多
摩
中
央
警
察
署　

1　

・
０
１
１
０

３７５

表２　児童手当　所得制限における控除額
６０,０００円老人扶養

扶養控除
－－－特定扶養
４００,０００円特別障害
２７０,０００円その他障害
４００,０００円特別障害

本人該当控除
２７０,０００円その他障害
２７０,０００円寡婦・寡夫
３５０,０００円特別寡婦
２７０,０００円勤労学生
相当額雑損控除

その他控除
相当額医療費控除
相当額小規模企業共済

－－－配偶者特別控除
８０,０００円定額控除（社会保険相当額）

表３　児童育成手当　所得制限額
育成手当
障害手当扶養人数

３,６０４,０００円０人
３,９８４,０００円１人
４,３６４,０００円２人
４,７４４,０００円３人
５,１２４,０００円４人
５,５０４,０００円５人

※扶養人数とは、１８年中の税法上の扶養人数です。
※表３の金額と比べるのは、申請者の所得（源泉徴収票の「給与所得控除
後の金額」、市・都民税特別徴収税額通知の「総所得金額①」、確定申告
書の「所得金額の合計」）から、表４の控除額を引いた金額です。

表４　児童育成手当　所得制限における控除額
１００,０００円老人扶養

扶養控除
２５０,０００円特定扶養
４００,０００円特別障害
２７０,０００円その他障害
４００,０００円特別障害

本人該当控除
２７０,０００円その他障害
２７０,０００円寡婦・寡夫
３５０,０００円特別寡婦
２７０,０００円勤労学生
相当額雑損控除

その他控除
相当額医療費控除
相当額小規模企業共済
相当額配偶者特別控除

８０,０００円定額控除（社会保険相当額）

支
給
し
ま
し
た

支
給
し
ま
し
た

 

児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当

児
童
手
当
・

児
童
手
当
・

児
童
育
成
手
当
制
度

児
童
育
成
手
当
制
度

▽▽
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課
児
童
係

問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課
児
童
係

申

請

方

法

市の人口市の人口

８万人を８万人を超えました超えました
　４月中に市の人口が８万人を超えました。
　１８年度の人口増加率は、東京都２６市の中で最も
高い数値となっています。

▽問い合わせ　市民課市民窓口係

４
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

４
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

 

児
童
手
当
支
給
額

児
童
手
当
支
給
額

５
月
申
請
分
か
ら

５
月
申
請
分
か
ら

年
分
の
所
得
額
で

　

年
分
の
所
得
額
で

１８１８

審
査
し
ま
す

審
査
し
ま
す

春春
のの
全全
国国
交交
通通
安安
全全
運運
動動

５５
月月

日日（（
金金
））〜〜

日日（（
日日
））

１１１１

２２００

やや
ささ
しし
ささ
がが
 
走 
るる
ここ
のの 
街 

ここ
のの 
道  
路 

は
し 

ま
ち 

ど
う 

ろ

交
通
安
全
運
動

交
通
安
全
運
動



１９・５・１ 代表電話は３７８－２１１１　（２）

　

５
月　

日
は
「
民
生
委
員
・

１２

児
童
委
員
の
日
」
で
す
。

　

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

市
内
に　

人
い
ま
す
（
左
表
参

５５

照
）
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員

は
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
方
、

高
齢
の
方
や
体
の
不
自
由
な
方

な
ど
の
良
き
相
談
相
手
に
な
っ

た
り
、
必
要
に
応
じ
て
市
や
そ

の
他
関
係
機
関
と
連
携
を
と
っ

た
り
し
て
、
地
域
の
福
祉
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
児
童
委
員
は
、
児
童

福
祉
向
上
の
た
め
に
、
様
々
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

少
子
化
な
ど
に
よ
り
、
子
供
た

ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
子
育
て

中
の
家
族
と
地
域
や
行
政
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
、
健
全
育
成
活

動
の
担
い
手
と
し
て
、
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　

秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
の
で
、

行
の
最
初
の
３
年
間
は
、
理

不
尽
な
こ
と
の
中
に
理
が
あ

る
こ
と
を
理
解
で
き
な
か
っ

た
と
。
続
い
て 
鶴  
澤  
寛  
也 
女

つ
る 
ざ
わ 
か
ん 

や

流
義
太
夫
三
味
線
奏
者
と
、

 
福  
原  
洋  
音 
福
原
流
笛
奏
者
は
、

ふ
く 
は
ら 
ひ
ろ 
ね

演
奏
技
術 
云  
 々
の
前
に
先
生

う
ん 
ぬ
ん

や
先
輩
に
対
す
る
礼
儀
作
法

が
絶
対
的
に
優
先
さ
れ
る
と

の
こ
と
。
三
味
線
や
笛
に
も

「
型
」
は
あ
る
が
、
そ
の
中

で
自
由
に
動
け
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
現
代
に
伝
統
を
継

承
し
よ
う
と
す
る
人
々
に
み

ら
れ
る
特
徴
は
、
次
の
２
点

で
す
。

１.

入
門
し
た
順
位
な
ど
で

先
輩
後
輩
関
係
が
明
確
に
あ

り
、
礼
儀
も
こ
の
関
係
に
従

っ
て
お
り
、
師
匠
と
の
関
係

は
絶
対
的
で
あ
る
。

２.

教
え
て
も
ら
う
と
い
う

よ
り
、
時
間
を
か
け
て
見
聞

き
し
て
身
体
に
師
匠
の「
型
」

を 
叩 
き
込
み
、
「
型
」
が
出

た
た

来
て
は
じ
め
て
個
性
は
あ
ふ

れ
出
る
も
の
。

　

日
本
で
は
、
倫
理
を
心
や

身
体
の
「
型
」
で
表
す
文
化

を
、
長
い
歴
史
の
中
で
育
ん

で
き
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、

だ
ら
し
の
な
い
姿
は
、
そ
の

ま
ま
だ
ら
し
の
な
い
心
を
表

す
と
見
な
し
ま
す
。
親
と
子

に
始
ま
る
社
会
的
役
割
と
は
、

一
種
の
演
ず
べ
き
「
型
」
と

言
え
ま
す
。
「
型
」
を
お
ろ

そ
か
に
す
れ
ば
、
社
会
的
役

割
も
弱
体
化
し
ま
す
。
現
代

は
「
型
」
か
ら
自
由
に
な
る

こ
と
ば
か
り
に
執
心
し
、「
型
」

を
風
化
・
喪
失
し
つ
つ
あ
る

と
同
時
に
、
倫
理
も
喪
失
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

守
り
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
「
型
」
を
、
再
構
築
す

る
必
要
を
強
く
感
じ
ま
す
。

　
『
「
型
」か
ら
入
ろ
う　

美

し
い
日
本
』
を
テ
ー
マ
に
し

た
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
構
想
日

本（
独
立
で
非
営
利
の
政
治
・

経
済
の
専
門
家
集
団
）
の
主

催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本

の
伝
統
美
や
そ
の
技
を
現
代

に
ど
の
よ
う
に
生
か
し
、継
承

し
て
い
く
の
か
と
い
う
、私
に

と
っ
て
も
重
要
な
テ
ー
マ
な

の
で
、出
席
し
て
み
ま
し
た
。

　
 
筝 
、
禅
、
三
味
線
、
笛
と

こ
と

い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
日
本
の
伝

統
を
守
っ
て
い
る
４
人
が
登

場
し
ま
し
た
。
ま
ず
生
田
流

 
筝 そう 
曲 
の

き
ょ
く

 
榎 

え
の
き 
戸  
二  
幸 
さ
ん
の
素

ど 

ふ 

ゆ
き

晴
ら
し
い
筝
演
奏
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
榎
戸
さ
ん
は
、

三
歳
か
ら
大
叔
母
の
小
橋
幹

子（
元
東
京 
藝 げい 
術 
大
学
教
授
）

じ
ゅ
つ

に
師
事
し
た
と
の
こ
と
で
し

た
。 
稽  
古 
は
、
５
時
間
待
っ

け
い 

こ

て　

分
教
わ
る
毎
日
だ
っ
た

１０
そ
う
で
す
。
し
か
も
正
座
し

て
先
輩
た
ち
の
稽
古
を
見
て

い
る
だ
け
の
時
間
に
多
く
が

費
や
さ
れ
ま
し
た
。
次
の 
対 つし

 
本  
宗  
訓 
さ
ん
は
、
京
都
大
学

も
と 
そ
う 
く
ん

の
哲
学
科
を
卒
業
後
、　

年
１５

間
禅
僧
の
修
行
を
積
み
、
７

年
前
か
ら
大
学
の
医
学
部
で

勉
強
中
と
い
う
異
色
の
経
歴

の
持
ち
主
。
禅
の
修
行
道
場

は
、
頭
を
丸
め
る
こ
と
や
服

装
や
作
法
を
含
め
、
「
型
」

で
生
き
て
き
た
と
。 
佛  
道 
修

ぶ
つ 
ど
う

伝
統
と
し
て
の

「
型
」を
生
か
す

　

市
長　

石
川
良
一

時代への�
視 点�
時代への�
視 点�

１７５�１７５�

お
困
り
の
時
は
、
気
軽
に
近
く

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

生
活
福
祉
課

地
域
福
祉
係

　

電
話
回
線
を
利
用
し
た
緊
急

通
報
装
置
を
設
置
し
ま
す
。
こ

の
装
置
や
ペ
ン
ダ
ン
ト
の
ボ
タ

ン
を
押
す
と
、
稲
城
消
防
署
に

通
報
さ
れ
、
あ
ら
か
じ
め
登
録

さ
れ
た
利
用
者
情
報
を
も
と
に
、

直
ち
に
出
動
し
ま
す
。

▽
対
象　

お
お
む
ね　

歳
以
上

６５

で
、
ひ
と
り
暮
ら
し
ま
た
は
高

齢
者
の
み
世
帯
（
同
居
の
親
族

が
長
時
間
留
守
に
な
る
場
合
を

含
む
）
で
、
身
体
上
の
慢
性
疾

患
に
よ
り
常
時
注
意
を
要
す
る

状
態
に
あ
る
方

▽
装
置
の
設
置
ま
で
の
流
れ　

①
申
請
受
理
後
、
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
職
員
が
調

査②
判
定
会
で
決
定

③
本
人
と
関
係
者
の
立
会
い
の

も
と
、
市
の
指
定
業
者
が
装
置

を
設
置

▽
費
用　

所
得
に
応
じ
て
負
担

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢

福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　

衣
服
な
ど
に
付
け
る
位
置
情

報
小
型
端
末
機
器
を
貸
し
出
し

ま
す
。

　

徘
徊
高
齢
者
の
生
活
の
安
全

を
図
る
う
え
で
、
位
置
情
報
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
や
緊
急
対
処
員

に
よ
る
探
索
・
保
護
な
ど
の
協

力
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
対
象　

お
お
む
ね　

歳
以
上

６５

で
徘
徊
行
動
の
あ
る
方

▽
費
用　

位
置
情
報
小
型
端
末

機
器
貸
出
料
な
ど

※
緊
急
対
処
員
が
現
場
へ
急
行

す
る
場
合
は
、
別
途
費
用
が
か

か
り
ま
す
。

※
低
所
得
者
世
帯
な
ど
に
対
す

る
一
部
減
免
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
し
込
み
方
法　

市
所
定
の

用
紙
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　

市
内
２
カ
所
の
公
衆
浴
場
を

無
料
で
利
用
で
き
る
高
齢
者
入

浴
券
を
助
成
し
ま
す
。
次
に
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
相
談

ま
た
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。

▽
対
象　
　

歳
以
上
で
、
市
民

７５

税
・
都
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

①
自
宅
に
ふ
ろ
が
無
い
方

②
故
障
な
ど
で
ふ
ろ
が
長
期
間

使
用
で
き
な
い
方

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
５
月

１
日
か
ら
１
カ
月
間
、
社
員
増

強
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
社
員

と
は
、
毎
年
一
定
額
（
５
０
０

円
以
上
）
の
活
動
資
金（
社
費
）

を
出
資
い
た
だ
け
る
方
の
こ
と

で
す
。

　

集
め
ら
れ
た
資
金
は
、
献
血

事
業
や
救
援
活
動
を
始
め
と
す

る
日
本
赤
十
字
社
の
様
々
な
事

業
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

運
動
期
間
中
、
各
戸
を
自
治

会
な
ど
の
協
力
委
員
の
方
が
訪

問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
生
活
福
祉
課
窓

口
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

生
活
福
祉
課

地
域
福
祉
係

※　

年
度
の
利
用
者
に
は
、
申

１８
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

※
生
活
保
護
受
給
者
、
寝
た
き

り
の
方
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
で
ふ

ろ
の
改
修
を
受
け
て
い
る
方
な

ど
は
、
助
成
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
助
成
枚
数　

一
人　

枚
ま
で

５０

（
枚
数
は
申
請
日
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
）

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢

福
祉
課
高
齢
福
祉
係

電話番号住　所氏　名

３７８－９１６３東長沼１７０８－６豊口　  住  枝 
すみ え

３７７－６９１２東長沼７３５宮崎　 信子

３７９－１２５９東長沼２１３１－３加藤　眞知子

３３１－３２８４坂浜１０８４中山　  宏  司 
ひろ し

３３１－３１７６坂浜１１０－３榎本　  幸  代 
さち よ

３３１－５９６９坂浜２８９１市村　 和子

３３１－１３９８平尾三丁目－１－１－
３３－２０１小堀　 武子

３３１－８３４７平尾三丁目－１－１－
３１－３０１倉岡　 弘治

３３１－５４３２平尾三丁目－７－５－
６４－３０９末松　  妙  子 

たえ こ

３３１－３１６５平尾二丁目－７４－１７中野　ヱミ子

３３１－５０９０平尾一丁目－２８－１３馬場　  房  義 
ふさ よし

３３１－９０８１平尾三丁目－１－１－
２９－３０６山 中　 明

３３１－１６３６平尾一丁目－１１－１６黒髪　  紀  子 
みち こ

３３１－２７３４平尾二丁目－６２－１４柴崎　　  啓 
あきら

３３１－３４４７平尾二丁目－９９－８ 最 
さい

 勝 
しょう

 寺 　 常  生 
じ つね お

３７９－６３３５向陽台三丁目－１１－１清水　千佳子

３７８－７７６３向陽台四丁目－２－Ｂ９０１若松　 和子

３７８－７５２６向陽台五丁目－１０－６－３０２荻野　 裕子

３７７－８４５９向陽台一丁目－６－４中村　 達也

３３１－３３０５長峰二丁目－３－５ 菅  田 　  紀  夫 
すが た とし お

３３１－８８３４長峰三丁目－３－５－３０３河村　美恵子

３３１－３２９８若葉台一丁目－３－２３榎本　壮一郎

３３１－５９６０若葉台二丁目－１２－Ⅰ－１０６坂井　　  力 
つとむ

３３１－６５９１若葉台三丁目－１－１
－Ｄ－６０８関根　 忠雄

３３１－６９４４若葉台四丁目－１０－７五十嵐　和世

民生委員・児童委員
電話番号住　所氏　名

３７７－６５５９矢野口１４２２原島　 幸重

３７７－５４７９矢野口７３１原田　 一義

３７７－４６７２矢野口４２５ 五  島 　
ご とう

 静 
しず

 子 
こ

３７７－６４０６矢野口６５３－５ 信  澤 　 君枝
のぶ さわ

３７７－５４１４矢野口１８３７城所　 恵子

３７７－６１２１矢野口２０２９青木　  禮  子 
れい こ

３７８－２０５８矢野口１３８－３原田　シズ子

３７７－９４６４矢野口２２１９鈴木　 恵子

３７７－４５２９矢野口２７９７－２森田　 江見

３７７－２３１２大丸１３９１ 梅  沢 　みさ子
うめ ざわ

３７７－７５４８大丸８７８－３松本　 和美

３７８－３１７０大丸６３０－１３－２０１川田　ハルエ

３７８－３５５４大丸１６１－４石井　美枝子

３７７－９４５６大丸８２－３－４０３ 舘  脇 　  重  子 
たて わき しげ こ

３７７－６６８７大丸２１４６－２１原田　　 �

３７７－６１３５大丸６１－１９松崎　美枝子

３７７－０７９２押立６７２大槻　八重子

３７８－２７１６押立１７１０－３ 庚  塚 　  克  子 
こう づか かつ こ

３７７－５５６６押立８０５－７小野　  勝  美 
かつ み

３７７－６１９４百村５２０－１０齋藤　 隆夫

３７７－２３７２百村２５１－３田島　 和子

３７８－７１６６百村１５８６藤原　  壽  美 
す み

３７７－３８９０東長沼４０１橋本　 定夫

３７７－２２５２東長沼６０山田　 佳昭

３７７－８５７０東長沼９５１工藤　シゲ子

３７７－０５９９東長沼１０６３内田　 桂子

主任児童委員
電話番号住　所氏　名

３７７－３０５６矢野口１５３－２－３１６高萩　 恵子

３７７－４０８４押立１７４４古林　 好江

電話番号住　所氏　名

３７９－４１４７向陽台一丁目－１７－１３ 狩  野 　 和枝
か の

３３１－３０２８平尾二丁目－１７－１０武田　 洋子

あきら

ご利用くださいご利用ください

 ひとり親家庭ひとり親家庭
休養ホーム休養ホーム

　東京都では、ひとり親家庭を対象に指

定する宿泊・日帰り施設の利用費を助成

しています。さらに市では、利用時の交

通費を助成しますので、併せてご利用く

ださい。

　パンフレットや利用登録票は、生活福

祉課で配布しています。

▽対象　市内在住の２０歳未満の子を持つ

ひとり親家庭

▽問い合わせ　生活福祉課地域福祉係

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

 

日日
赤赤
活活
動動

資資
金金
募募
集集

助
成
し
ま
す

助
成
し
ま
す

高
齢
者
入
浴
券

高
齢
者
入
浴
券

高
齢
者
の
徘
徊
行
動
で

は
い 
か
い

お
困
り
の
方
へ

探
索
用
機
器
の

貸
し
出
し

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

 

も
し
も
の
時
に

も
し
も
の
時
に

ボ
タ
ン
一
つ
で

ボ
タ
ン
一
つ
で

通
報
で
き
ま
す

通
報
で
き
ま
す

ああななたたにに身身近近なな相相談談役役
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み
ん
な
で
ご
み
を
減
ら
そ
う
！
　
生
か
そ
う
！
　
考
え
よ
う
！

み
ん
な
で
ご
み
を
減
ら
そ
う
！
　
生
か
そ
う
！
　
考
え
よ
う
！�

み
ん
な
で
ご
み
を
減
ら
そ
う
！
　
生
か
そ
う
！
　
考
え
よ
う
！�

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
、
家

屋
及
び
償
却
資
産
を
所
有
し
て

い
る
方
に
、
そ
の
価
格
（
適
正

な
時
価
）
に
応
じ
て
負
担
し
て

い
た
だ
く
税
金
で
、
市
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
た
め
の

重
要
な
財
源
で
す
。

　

ま
た
、
都
市
計
画
税
は
、
公

園
緑
地
、
下
水
道
、
土
地
区
画

整
理
事
業
な
ど
の
都
市
計
画
事

業
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た

め
に
、
都
市
計
画
区
域
内
に
所

　

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
修
理

し
ま
す
。
モ
デ
ル
ガ
ン
な
ど

の
危
険
な
お
も
ち
ゃ
は
取
り

扱
い
ま
せ
ん
。

▽
募
集
数　

５
人（
先
着
順
）

▽
利
用
期
間　

５
月　

日
１５

（
火
）〜
６
月　

日（
木
）

１４

◆
共
通
事
項

▽
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ　

稲
城
市
リ
サ
イ
ク

ル
シ
ョ
ッ
プ　

1　

・
５
３

３７９

７
４

※
日
・
月
曜
日
、
祝
日
は
休

み
で
す
。

お
も
ち
ゃ
の
病
院

１９年度  固定資産税・
都市計画税の納期

　期限内納付にご協力ください。
第１期　５月１日～３１日
第２期　７月１日～３１日
第３期　１２月１日～２５日
第４期　２０年２月１日～２９日

▽問い合わせ　課税課土地係、家屋係

５
月
は

５
月
は
軽
自
動
車
税
の

軽
自
動
車
税
の

納
期
で
す

納
期
で
す 

 

納
期
限

５
月

日

納
期
限　

５
月　

日
３１３１

出
店
者
募
集

 
フ
リ
ー
マ
ー
ボ
ッ
ク
ス

在
す
る
土
地
及
び
家
屋
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
る
目
的
税
で
す
。

▽
税
率

○
固
定
資
産
税
＝
１
・
４
％

○
都
市
計
画
税
＝
０
・　

％（
標

２７

準
税
率
０
・
３
％
）

　

税
負
担
の
均
衡
化
を
図
る
た

め
、　

年
度
に
税
制
が
改
正
さ

１８

れ
、
負
担
水
準（
表
１
参
照
）に

よ
っ
て
、
負
担
調
整
措
置
が
と

ら
れ
て
い
ま
す
（
表
２
・
表
３

参
照
）
。

●●
土土
地地
のの
評評
価価

　

土
地
は
、
地
目
ご
と
に
評
価

方
法
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

評
価
上
の
地
目
は
、
土
地
登
記

簿
上
の
地
目
と
は
別
に
、
毎
年

１
月
１
日
現
在
の
現
況
を
基
準

に
評
価
し
ま
す
。

住
宅
用
地
に
対
す
る

課
税
標
準
の
特
例
措
置

　

家
屋
の
課
税
標
準
額
は
評
価

額
と
同
じ
で
す
が
、
土
地
に
つ

い
て
は
課
税
標
準
額
の
特
例
措

●●
家家
屋屋
のの
評評
価価

　

家
屋
に
つ
い
て
は
、種
類（
住

宅
、
共
同
住
宅
、
事
務
所
、
店

舗
、
付
属
家
、
工
場
な
ど
）
、

構
造
（
木
造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
、
鉄
骨
造
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
な
ど
）
、
床

面
積
、
間
取
り
、
使
用
資
材
と

そ
の
使
用
量
及
び
施
工
の
程
度

に
よ
り
評
価
額
を
算
出
し
ま
す
。

新
築
住
宅
に
対
す
る
減
額
措
置

　

新
築
後
一
定
期
間
の
固
定
資

産
税
額
が
２
分
の
１
に
減
額
さ

れ
ま
す（
表
５
参
照
）。

耐
震
改
修
に
対
す
る
減
額
措
置

　

昭
和　

年
１
月
１
日
以
前
に

５７

建
築
さ
れ
た
住
宅
で
、
耐
震
基

準
に
適
合
し
た　

万
円
以
上
の

３０

耐
震
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、

耐
震
改
修
後
一
定
期
間
に
限
り

固
定
資
産
税
が
２
分
の
１
に
減

額
さ
れ
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
対
す
る

減
額
措
置

　
　

年
４
月
１
日
か
ら　

年
３

１９

２２

月　

日
ま
で
の
間
に
、
補
助
金

３１
を
除
く
自
己
負
担
額
が　

万
円

３０

以
上
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工

事
を
行
っ
た
場
合
、
翌
年
度
に

限
り
固
定
資
産
税
が
３
分
の
１

に
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改

修
に
対
す
る
減
額
と
耐
震
改
修

に
対
す
る
減
額
と
は
併
用
で
き

ま
せ
ん
。

●●
償償
却却
資資
産産
のの
評評
価価

　

償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
工

場
、
商
店
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
を

経
営
し
て
い
る
方
が
、
そ
の
事

業
の
用
に
供
す
る
資
産
（
構
築

物
、
機
械
、
器
具
、備
品
な
ど
）

で
、
そ
の
減
価
償
却
費
が
法
人

税
法
ま
た
は
所
得
税
法
の
規
定

に
よ
り
所
得
の
計
算
上
、
損
金

ま
た
は
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ

る
も
の
を
い
い
ま
す
。

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
の
償
却

資
産
の
状
況
を
、
１
月　

日
ま

３１

で
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

　

軽
自
動
車
な
ど
（
原
動
機
付

自
転
車
を
含
む
）
の
税
金
を
申

請
に
よ
り
減
免
し
ま
す
。

▽
対
象　
　

障
害
の
あ
る
方
が

（１）

所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど（
身
体

に
障
害
の
あ
る　

歳
未
満
の
方
、

１８

知
的
障
害
が
あ
る
方
、
精
神
障

害
が
あ
る
方
と
生
計
を
共
に
す

る
方
が
所
有
す
る
も
の
を
含
む
）

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合（
１
台
に
限
る
）　

①
障

害
の
あ
る
方
本
人
が
使
用
す
る

も
の　

②
障
害
の
あ
る
方
と
生

計
を
共
に
す
る
方
が
、
障
害
の

あ
る
方
の
た
め
に
使
用
す
る
も

の　

③
障
害
の
あ
る
方
の
み
の

世
帯
の
た
め
に
常
時
介
護
す
る

方
が
、
そ
の
障
害
の
あ
る
方
の

た
め
に
使
用
す
る
も
の

　

公
益
の
た
め
に
、
直
接
専
用

（２）

置
が
あ
り
ま
す
。
住
宅
の
敷
地

に
利
用
さ
れ
て
い
る
土
地
は
、

そ
の
広
さ
に
よ
っ
て
、
「
小
規

模
住
宅
用
地
」
「
一
般
住
宅
用

地
（
小
規
模
住
宅
用
地
以
外
の

住
宅
用
地
）
」
に
分
け
て
特
例

措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
（
表
４

参
照
）
。

す
る
と
認
め
る
軽
自
動
車
な
ど

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
身

体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

帳
、
愛
の
手
帳
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
な
ど
減
免
の
対

象
と
な
る
こ
と
を
証
明
す
る
も

の　

②
運
転
免
許
証　

③
自
動

車
検
査
証　

④
印
鑑　

⑤
軽
自

動
車
税
納
税
通
知
書

▽
申
請
期
限　

５
月　

日
２４

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

課
税

課
市
民
税
係

表１　負担水準の求め方

×１００１８年度課税標準額（比準）
１９年度評価額×特例率 負担水準（％）

表２　住宅用地などの負担調整措置
課税標準額の調整方法負担水準

１００％まで引き下げる１００％以上
前年度据え置き８０％以上１００％未満
当該年度評価額に住宅用地等特例率を乗じて得た額の５％を前
年度の課税標準額に加える（上限８０％）。ただし、２０％未満の場
合は２０％に引き上げる。

８０％未満

表４　住宅用地に対する課税標準の特例措置
特例措置の率

用地区分・説明
都市計画税固定資産税
評価額
×１/３

評価額
×１/６

小規模住宅用地
（１戸当たり２００㎡まで）

住宅用地
評価額
×２/３

評価額
×１/３

一般住宅用地
（１戸当たり２００㎡を超える部分）

特例措置
なし

特例措置
なし店舗、工場、更地など非住宅地

※住宅用地は、その敷地に建っている居住用家屋の床面積の１０倍まで認定されます。
※家屋を取り壊した場合、住宅用地とは認定されません。

表５　新築住宅に対する減額措置
減額期間対象床面積減額対象範囲
新築後３年間５０㎡以上２８０㎡以下（共同住

宅は、４０㎡以上２８０㎡以下）で
１２０㎡を限度

下記以外の住宅

新築後５年間３階以上の耐火及び準耐火構造の住宅

表３　商業地などの宅地の負担調整措置
課税標準額の調整方法負担水準

７０％まで引き下げる７０％超
前年度据え置き６０％以上７０％以下
当該年度評価額に住宅用地等特例率を乗じて得た額の５％を前
年度の課税標準額に加える（上限６０％）。ただし、２０％未満の場
合は２０％に引き上げる。

６０％未満

固
定
資
産
税
・

固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
と
は

都
市
計
画
税
と
は

負
担
調
整

負
担
調
整

措
置
と
は

措
置
と
は

▽
�

　問い合わせ　課税課土地係、家屋係問い合わせ　課税課土地係、家屋係�

固定資産税・�
　都市計画税のあらまし�
固定資産税・�
　都市計画税のあらまし�

▽
�

　問い合わせ　課税課土地係、家屋係�

軽軽
自自
動動
車車
税税
のの
減減
免免

▽
期
日　

５
月　

日（
土
）

２６

※
雨
天
実
施

▽
時
間　
　

時
〜
正
午

１０

▽
費
用　

無
料
（
部
品
交
換

の
場
合
は
実
費
負
担
）

せ
ん
。
こ
の
申
告
に
基
づ
く
取

得
価
格
を
基
礎
と
し
て
、
取
得

後
の
経
過
年
数
に
応
じ
て
評
価

額
を
算
出
し
ま
す
。

　

自
動
車
税
は
、
金
融
機
関

や
郵
便
局
の
ほ
か
、
次
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も

納
付
で
き
ま
す
。
忘
れ
ず
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

▽
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア　

サ
ー
ク
ル
Ｋ
、

サ
ン
ク
ス
、
セ
ブ
ン
・
イ
レ

ブ
ン
、フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、

ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
、
ロ
ー
ソ
ン

▽
問
い
合
わ
せ　

八
王
子
都

税
事
務
所
個
人
事
業
税
係　

1
０
４
２
６
・　

・
１
１
１

４４

４

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お

持
ち
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当

す
る
方
は
、
自
動
車
税
・
自
動

車
取
得
税
の
減
免
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

▽
申
請
期
限　

既
に
自
動
車
を

所
有
し
て
い
る
場
合
＝
納
期
限
、

新
た
に
自
動
車
を
購
入
し
た
場

合
＝
登
録
日
か
ら
１
カ
月
以
内

▽
申
請　

都
税
総
合
事
務
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
最
寄
り
の
自
動
車

税
事
務
所
・
都
税
事
務
所
（
都

税
支
所
）

▽
問
い
合
わ
せ　

都
税
総
合
事

務
セ
ン
タ
ー
審
査
係　

1　

・
０３

自自
動動
車車
税税（（
都都
税税
））のの
減減
免免

５
９
８
５
・
７
８
１
４

コ
ン
ビ
ニ
で
も

納
付
で
き
ま
す 

ごみの量（３月）�
家庭ごみ　前年同月比で３.４％の減量�
　前年同月の一人１日当たりのごみ量は、
燃えるごみ４５７グラム、燃えないごみ４５
グラム、合計５０２グラムであったため、
約３．４％の減となりました。さらなる減
量を目指して、ごみの分別などにご協力
ください。　

▽問い合わせ　環境課ごみ・リサイク
ル係

一人１日当たり市内収集量　

４４２ｇ１,０９３ｔ燃えるごみ

 ４３ｇ    １０５ｔ燃えないごみ

４８５ｇ１,１９８ｔ合　計
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南多摩斎場臨時休業日程

式場利用
火葬業務期　日

告別式通夜

　休業　５月１５日（火）

休業休業休業５月１６日（水）

休業　休業５月１７日（木）

※予約受付、霊安室は休業しません。

　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
１
階
に
あ
る
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
は
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
市
民
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
情
報
資
料
コ
ー
ナ
ー
、
打
ち
合
わ
せ
コ
ー
ナ
ー
、
相

談
室
、
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
な
ど
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

火
葬
炉
の
保
守
点
検
な
ど
の

た
め
、
左
表
の
と
お
り
業
務
を

休
止
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

南
多
摩
斎
場

1　

・　

・
７
６
４
１

０４２

７９７

臨
時
休
業
し
ま
す

臨
時
休
業
し
ま
す

南
多
摩
斎
場

南
多
摩
斎
場

　

ま
ち
が
大
き
く
変
化
し
て
い

い
な
ぎ

い
な
ぎ水
田
紀
行

水
田
紀
行

城
山
体
験
学
習
館

城
山
体
験
学
習
館

　

土
に
親
し
み
、
農
家
の
方
々

と
話
を
し
な
が
ら
、
サ
ツ
マ
イ

モ
の
苗
の
植
え
付
け
か
ら
収
穫

ま
で
を
親
子
で
楽
し
む
、
ふ
れ

あ
い
事
業
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

６
月
２
日（
土
）

▽
時
間　

９
時　

分
〜

３０

▽
会
場　
 
上  
谷  
戸 
大
橋
南
停
留

か
さ 

や 

と

所
前
の
畑（
坂
浜
）

※
車
で
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

▽
内
容　

植
え
付
け
、
観
察
会

（
８
月
）、
収
穫（　

月
）

１０

▽
対
象　

市
内
在
住
の
親
子
な

ど 秋
の
収
穫
を
楽
し
み
に

秋
の
収
穫
を
楽
し
み
に

サ
ツ
マ
イ
モ
の

サ
ツ
マ
イ
モ
の

 

苗
を
苗
を植え

ま
し
ょ
う

植
え
ま
し
ょ
う

▽
定
員　
　

組（
抽
選
）

３０

▽
費
用　

１
組　

円
５００

▽
申
し
込
み
方
法　

は
が
き
に

参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
主
催　
　

東
京
み
な
み
稲
城

JA

地
区
野
菜
部
会

▽
申
込
期
限　

５
月
８
日
消
印

有
効

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

東
京
み
な
み
稲
城
支
店
指
導

JA経
済
課　

〒　

・　

稲
城
市
東

２０６

０８０２

長
沼
２
１
１
０
の
１
、
1　

・
３７７

６
０
０
２

　

日
本
人
の
心
情
や
美
意
識
の

基
層
と
も
言
わ
れ
る
仏
教
。今
、

仏
教
ブ
ー
ム
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
仏
教
は
私
た
ち
日
本
と

ア
ジ
ア
の
人
々
を
繋
ぐ
チ
ャ
ン

ネ
ル
で
も
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
ド
で
生
ま
れ
、
ア
ジ
ア

各
地
に
広
が
る
中
で
多
様
に
創

り
だ
さ
れ
た
仏
教
文
化
を
映
像

で
巡
り
な
が
ら
、
ア
ジ
ア
で
の

仏
教
の
全
体
像
に
迫
り
ま
す
。

▽
期
日　

５
月　

日（
金
）

１１

▽
時
間　

午
後
７
時
〜

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
５
月
の
テ
ー
マ　

仏
教
か
ら

見
る
ア
ジ
ア

▽
話
し
手　

荒
木　

重
雄
氏（
稲

城
国
際
交
流
の
会
会
長
、
元
桜

美
林
大
学
教
授
）

▽
費
用　

無
料

▽
問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
協
働
推
進

課
）h

ttp
://w

w
w
.i

‐in
ag
i

‐su
p
p
ort.org

/

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

に
基
づ
き
全
国
的
に
実
施
さ
れ
、

農
業
者
が
作
成
し
た
農
業
経
営

の
改
善
を
図
る
た
め
の
計
画（
農

業
経
営
改
善
計
画
）
を
市
の
基

本
構
想
に
照
ら
し
て
、
市
長
が

新
た
に
５
人
の
方
を
認
定
農
業

者
に
認
定
し
、
４
月
６
日
に
認

定
書
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

こ
の
認
定
農
業
者
は
、
農
業

に
対
し
意
欲
と
創
意
工
夫
を
持

ち
、
先
進
的
な
農
業
経
営
を
目

指
し
、
生
産
方
式
や
経
営
管
理

の
合
理
化
な
ど
を
行
い
、
高
収

益
と
労
働
時
間
短
縮
を
経
営
目

標
に
掲
げ
て
い
る
方
々
で
す
。

▽
認
定
農
業
者

 
押
立
地
区

　

横
田　

一
美
氏

 
東
長
沼
地
区

　

村
山　

壯
雄
氏

　

松
本　

信
之
氏

　

川
島　

秀
夫
氏

 
平
尾
地
区

　

馬
場　

芳
則
氏

５人誕生しました５人誕生しました

 稲城市稲城市
認定農業者認定農業者

▽
認
定
期
間　

４
月
１
日
〜

平
成　

年
３
月　

日

２４

３１

▽
問
い
合
わ
せ　

経
済
課
農

政
係

▲

認
定
農
業
者
の
皆
さ
ん

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

 

男
女
平
等

男
女
平
等

推
進
セ
ン
タ
ー

推
進
セ
ン
タ
ー

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン

や
図
書（
書
籍
・
行
政
資
料
）、

啓
発
ビ
デ
オ
な
ど
を
備
え
、
閲

覧
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
図

書
な
ど
を
貸
し
出
し
し
て
い
ま

す
。

▽
貸
出
冊
数　

２
冊
ま
で

▽
貸
出
期
間　

２
週
間

▽
受
付
時
間　

９
時
〜
５
時

　

自
身
の
生
き
方
、
パ
ー
ト
ナ

ー
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
、
仕
事

上
の
悩
み（
セ
ク
ハ
ラ
）、
人
間

関
係
や
子
育
て
の
悩
み
な
ど
の

相
談
に
、
専
門
の
相
談
員
が
親

身
に
な
っ
て
対
応
し
ま
す
。
秘

密
は
固
く
守
り
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
予

約
制
で
、
電
話
・
面
接
の
ど
ち

ら
で
も
可
能
で
す
。

▽
相
談
日　

毎
月
第
１
・
第
３

水
曜
日
、
第
４
土
曜
日

※
日
程
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
（
広
報
最
終
面
「
カ
レ

ン
ダ
ー
」
参
照
）
。

▽
相
談
時
間　
　

時
〜
４
時（
１

１０

人　

分
程
度
）

５０
▽
費
用　

無
料

▽
予
約
方
法　

相
談
日
の
前
日

ま
で
に
電
話
（
1　

・
２
１
１

３７８

２
。平
日
の
８
時　

分
〜
５
時
）

３０

で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

子
育
て
中
の
保
護
者
の
活
動

支
援
の
た
め
に
設
け
た
キ
ッ
ズ

ル
ー
ム
は
、
男
女
平
等
推
進
セ

ン
タ
ー
や
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
会

議
室
を
使
用
す
る
時
、
乳
幼
児

の
一
時
保
育
の
場
と
し
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
乳
幼
児

同
伴
の
市
民
を
含
む
グ
ル
ー
プ

活
動
の
場
と
し
て
も
利
用
で
き

ま
す
。

▽
開
館
日　

毎
日

情
報
資
料
コ
ー
ナ
ー

相
談
室

（
女
性
の
悩
み
相
談
）

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム

る
中
で
、
稲
城
の
原
風
景
を
求

め
て
、写
真
を
撮
っ
て
い
る「
フ

ォ
ト
ク
ラ
ブ
い
な
ぎ
」
（
代
表

小
林
正
威
さ
ん
）
。
好
評
に
応

え
、
「
い
な
ぎ
の
水
田
紀
行
」

と
題
し
た
写
真
展
を
開
催
し
ま

す
。

▽
期
間　

５
月　

日（
火
）〜
６

１５

月
８
日（
金
）

▽
会
場
・
問
い
合
わ
せ　

城
山

体
験
学
習
館　

1　

・
７
１
０

３７８

０

写

真

展

　

市
は
、
平
成
３
年
３
月
７
日

に
「
平
和
都
市
宣
言
」
を
し
、

い
つ
ま
で
も
平
和
で
友
愛
に
満

ち
た
心
の
ふ
る
さ
と
・
稲
城
を

つ
く
る
た
め
、
す
べ
て
の
市
民

が
平
和
へ
の
理
解
を
深
め
る
機

会
と
し
て
、
毎
年
、
稲
城
平
和

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
の
稲
城
平
和
コ
ン
サ

ー
ト（　

年
３
月
開
催
予
定
）の

２０

企
画
・
運
営
を
行
う
実
行
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
で

平
和
コ
ン
サ
ー
ト
に
興
味
の
あ

る
方

▽
活
動
期
間　
　

年
３
月
ま
で

２０

（　

回
程
度
）

１０※
第
１
回
実
行
委
員
会
を
５
月

　

日（
木
）午
後
７
時
〜
、
中
央

２４文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

▽
応
募
方
法　

直
接
ま
た
は
電

話
、
フ
ァ
ク
ス
の
い
ず
れ
か
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。　

※
フ
ァ
ク
ス
で
応
募
す
る
方
は
、

氏
名
、
連
絡
先
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。　

▽
応
募
期
限　

５
月　

日
必
着

２２

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

文
化

セ
ン
タ
ー
課
（
中
央
文
化
セ
ン

タ
ー
）　

1　

・
２
１
２
１
、

３７７

5　

・
０
４
９
１

３７９

※
第
２
火
曜
日
、
年
末
年
始
の

休
館
日
を
除
く
。

▽
時
間　

９
時
〜
午
後　

時
１０

▽
定
員　
　

人
１５

▽
使
用
料　

無
料

▽
申
し
込
み
方
法　

平
日
（
休

館
日
を
除
く
）
の
８
時　

分
〜

３０

５
時
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

協
働
推
進
課
女
性
青
少
年
係（
地

域
振
興
プ
ラ
ザ
）

５月のテーマ

 仏教から見るアジア

　春の地域安全運動が５月１日（火）から５日
（祝）まで実施されます。ゴールデンウィーク
中は犯罪の発生が多くなりますので、被害に
遭わないよう心掛けましょう。

▽重点目標　①侵入盗の被害防止　②ひった
くりの被害防止　③振り込め詐欺の被害防止
④子どもの被害防止

　多摩稲城防犯協会稲城地区では、市民の防
犯意識の高揚を図るための啓発活動として、
今年も防犯パトロール駅伝を実施します。
　市内各地区を順次パトロールしていきます
ので、皆さんの参加をお願いします。

▽期日　５月３日（祝）

▽集合時間・会場　９時・若葉台駅前交番

▽問い合わせ　多摩中央警察署　1３７５－
０１１０、市役所総務課総務係

春春のの地地域域安安全全運運動動
５月１日（火）～５日（祝）

市民活動市民活動サポートセンターサポートセンター
　～～誰でも、誰でも、自由に、楽しく自由に、楽しく

おしゃべりしましょう～おしゃべりしましょう～　

金曜サロ金曜サロンンススペシャルペシャル

ご参加くださいご参加ください

防犯パトロール駅伝防犯パトロール駅伝

▲昨年の防犯パトロール駅伝

募
集
し
ま
す

募
集
し
ま
す

 

第第　

回回
１６１６
稲
城
平
和

稲
城
平
和
コ
ン
サ
ー
ト

コ
ン
サ
ー
ト 

実
行
委
員

実
行
委
員

▲一時保育などの場としてキ
ッズルームを利用できます。

５月３日

▲

坂
浜
の
水
田



１９・５・１（５）　代表電話は３７８－２１１１

まちの話題を集める

地域や学校の話題をお寄せください。　秘書広報課広報広聴係

臨
時
職
員
募
集

臨
時
職
員
募
集

ご協力をお願いしますご協力をお願いします

学校給食費の学校給食費の
期限内納付期限内納付

　

給
食
費
の
滞
納
は
、
新
聞
な

ど
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
給
食
費
を
納
め
な

い
方
が
い
る
こ
と
で
、
他
の
世

帯
と
の
公
平
性
を
損
な
う
だ
け

で
な
く
、
食
材
の
購
入
に
も
少

な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

給
食
調
理
の
た
め
の
運
営
費
・

人
件
費
・
配
送
経
費
な
ど
は
市

が
負
担
し
、
肉
・
魚
・
野
菜
な

ど
の
食
材
の
購
入
は
、
給
食
費

で
賄
っ
て
い
ま
す
。
給
食
費
は

必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
納
め
忘
れ
た
分
が
た

ま
る
と
、
後
で
ま
と
め
て
支
払

　

ほ
っ
と
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
民

相
互
の
助
け
合
い
精
神
に
基
づ

き
、
有
償（
１
時
間
９
０
０
円
）

で
家
事
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

　

多
摩
地
域
の
中
小
企
業
の
活

性
化
と
地
域
経
済
の
振
興
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
優

れ
た
技
術
・
製
品
を
表
彰
す
る

「
多
摩
ブ
ル
ー
賞
」
と
、
新
し

い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
表
彰
す

る
「
多
摩
グ
リ
ー
ン
賞
」
を
募

集
し
ま
す
。
各
最
優
秀
賞
に
副

賞
１
０
０
万
円
を
、
各
優
秀
賞

に
副
賞　

万
円
を
贈
呈
し
ま
す
。

５０

　

新
た
に
高
齢
社
会
へ
の
積
極

的
な
対
応
や
取
り
組
み
に
つ
い

て
も
表
彰
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

多
摩
地
区
及
び

そ
の
周
辺
地
域
に
事
業
拠
点
を

置
く
中
小
企
業
・
個
人
事
業
主

な
ど

▽
主
催　

多
摩
信
用
金
庫

▽
後
援　

経
済
産
業
省
関
東
経

済
産
業
局
、
東
京
都
、稲
城
市
、

稲
城
市
商
工
会
他

　中村さんは、青年海外協力隊（ ＪＩ  
ジャイ

 ＣＡ ）のシニア海外ボランティアとし
カ

て、３月から２年間、中南米のホンジ
ュラスで観光促進のために活動してい
ます。
　ホンジュラスには、マヤ文明の古典
期を代表する古代都市遺跡で、世界遺
産にも登録されているコパン遺跡があ
ります。こうした遺跡をはじめとする
観光スポットのカタログ作成など、観
光誘致の支援を行います。
　中村さんは、現在６２歳です。海外旅
行業や旅行専門学校の講師をしていた
こともあり、定年退職後の人生は以前
から興味のあった中南米諸国の観光促
進に携わっていきたいということで、
このシニア海外ボランティアに応募し
ました。
　ホンジュラスの母国語がスペイン語

▲「観光資源に恵まれているホンジュ
ラスとの交流をもっと深めていきたい」
と出発前の中村さん

ホホホホホホホホホホホホホホホンンンンンンンンンンンンンンンジジジジジジジジジジジジジジジュュュュュュュュュュュュュュュラララララララララララララララスススススススススススススススででででででででででででででで

観観観観観観観観観観観観観観観光光光光光光光光光光光光光光光促促促促促促促促促促促促促促促進進進進進進進進進進進進進進進活活活活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動動動

中中中中中中中中中中中中中中中村村村村村村村村村村村村村村村 英英英英英英英英英英英英英英英昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭さささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんん（（（（（（（（（（（（（（（平平平平平平平平平平平平平平平尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾）））））））））））））））

活
動
会
員
募
集

ほ
っ
と
サ
ー
ビ
ス

募
集
し
ま
す

 
多
摩
ブ
ル
ー
・
グ
リ
ー
ン
賞

う
こ
と
が
大
き
な
負
担
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
納
付
に
は
便

利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
申
込
用
紙
は
各
学
校
・

市
内
金
融
機
関
に
あ
り
ま
す
。

※
口
座
の
残
高
不
足
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

※
随
時
、
納
付
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

学
校
給
食
共

同
調
理
場（
第
一
調
理
場
）　

1

　

・
８
９
０
４

３７７▽
職
種　

理
学
療
法
士

▽
募
集
人
員　

１
人

▽
資
格　

理
学
療
法
士
及
び
普

通
自
動
車
免
許

▽
勤
務
日　

月
〜
金
曜
日
の
う

ち
指
定
日

▽
賃
金　

時
給
１
千　

円
２１０

▽
任
用
期
間　

６
月
１
日
〜　
１１

月　

日
３０

※
勤
務
成
績
に
よ
り
更
新
あ
り
。

▽
選
考
方
法　

面
接

▽
応
募
方
法　

臨
時
職
員
登
録

台
帳
兼
履
歴
書
（
人
事
課
、
平

尾
・
若
葉
台
出
張
所
、
各
文
化

セ
ン
タ
ー
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
）

を
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
応
募
期
限　

５
月　

日
必
着

１７

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

人
事

課
人
事
給
与
係

▽
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以

５８

上
で
、
働
く
意
欲
の
あ
る
方

▽
期
日　

５
月　

日（
木
）・　

１０

２２

日（
火
）

▽
時
間　

１
時　

分
〜

３０

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

会
員
募
集

入
会
説
明
会

▽
応
募
期
限　

９
月　

日
２０

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

多
摩

ブ
ル
ー
・
グ
リ
ー
ン
賞
事
務
局

（
た
ま
し
ん
法
人
テ
レ
フ
ォ
ン

セ
ン
タ
ー
）　

1　

・　

・
７

０４２

５２６

７
３
９

　

貨
物
自
動
車
に
よ
る
事
故
防

止
を
図
る
た
め
、
道
路
交
通
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
６
月
２

日
か
ら
車
両
区
分
に
中
型
自
動

車
、
運
転
免
許
証
の
種
類
に
中

型
免
許
・
中
型
第
二
種
免
許
・

中
型
仮
免
許
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

　

中
型
自
動
車
と
は
、
車
両
総

重
量
が
５
ト
ン
以
上　

ト
ン
未

１１

満
、
最
大
積
載
量
が
３
ト
ン
以

上
６
・
５
ト
ン
未
満
、
乗
車
定

員
が　

人
以
上　

人
以
下
の
自

１１

２９

動
車
で
す
。

　

受
験
資
格
は
、
中
型
免
許
は

　

歳
以
上
で
免
許
期
間
が
２
年

２０以
上
、
中
型
第
二
種
免
許
に
つ

い
て
は　

歳
以
上
で
免
許
期
間

２１

が
３
年
以
上
で
あ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

※
道
路
標
識
な
ど
に
「
特
定
中

　

俳
句
の
基
礎
知
識
解
説
や
有

名
な
句
の
鑑
賞
と
実
作
指
導
を

行
い
ま
す
。

▽
対
象　

都
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
、
俳
句
未
経
験
者
ま
た

は
初
歩
の
方

▽
期
日　

５
月　

日
、
６
月
９

２６

日
・　

日
、
７
月
７
日
・　

日

２３

１４

の
土
曜
日（
全
５
回
）

▽
時
間　

１
時
〜
４
時

▽
費
用　

１
千　

円（
受
講
料
）

５００

▽
定
員　
　

人（
抽
選
）

３０

▽
応
募
方
法　

往
復
は
が
き
に
、

講
座
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性

別
、電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

５
月　

日
消
印

１０

有
効

都
立
若
葉
総
合
高
校

続
俳
句
入
門　

鑑
賞
と
実
作

▽
会
場
・
応
募
・
問
い
合
わ
せ 

都
立
若
葉
総
合
高
等
学
校
公
開

講
座
担
当　

〒　

・　

稲
城
市

２０６

０８２２

坂
浜
１
４
３
４
の
３
、
1　

・
３５０

０
３
０
０

▽
区
分　

①
一
般
募
集
住
宅（
家

族
向
・
単
身
者
向
）　

②
定
期

使
用
住
宅
（
若
年
フ
ァ
ミ
リ
ー

向
）　

③
定
期
使
用
住
宅
（
多

子
世
帯
向
）　

④
若
年
フ
ァ
ミ

リ
ー
向

▽
申
込
用
紙
配
布
期
間　

５
月

７
日（
月
）〜　

日（
水
）

１６

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

▽
申
込
用
紙
配
布
場
所　

市
民

課
、
平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
、

各
文
化
セ
ン
タ
ー
、
東
京
都
住

宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
他

※
申
込
書
は
、
配
布
期
間
中
の

み
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
:

//w
w
w
.to

‐kou
sy
a.or.jp

）

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

※
各
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、土
・

日
曜
日
も
配
布
し
ま
す
（
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
）
。

▽
申
し
込
み
方
法　

申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

渋
谷
郵
便
局
に
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
申
込
期
限　

５
月　

日
必
着

２１

▽
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
市
民

窓
口
係
、
東
京
都
住
宅
供
給
公

社
募
集
セ
ン
タ
ー
（
土
・
日
曜

日
を
除
く
申
込
用
紙
配
布
期
間

中
の
み
）　

1
０
５
７
０
・
０

１
０
８
１
０

供
す
る
も
の
で
す
。
資
格
の
有

無
は
問
い
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
員
に

な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協

議
会
在
宅
支
援
係　

1　

・
８

３７８

２
１
１

　

市
内
２
カ
所
の
公
衆
浴
場
で

は
、
５
月
５
日
の
こ
ど
も
の
日

に
、
邪
気
を
払
う
と
い
わ
れ
る

「
し
ょ
う
ぶ
湯
」を
行
い
ま
す
。

小
学
生
以
下
と　

歳
以
上
の
方

６５

は
無
料
で
す
。

　

広
々
と
し
た
銭
湯
で
、
し
ょ

う
ぶ
湯
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※　

歳
以
上
の
方
は
、
年
齢
の

６５
分
か
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

玉
城
湯
（
矢

野
口
）　

1　

・
６
１
５
４
、

３７７

稲
城
浴
場（
大
丸
）　

1　

・
７

３７７

２
２
２
、
市
役
所
経
済
課
商
工

係

し
ょ
う
ぶ
湯

し
ょ
う
ぶ
湯�

小
学
生
以
下
と

小
学
生
以
下
と�

　
６５
歳
以
上
は
無
料

歳
以
上
は
無
料�

�

し
ょ
う
ぶ
湯�

小
学
生
以
下
と�

　
６５
歳
以
上
は
無
料�

�

受
け
付
け
て
い
ま
す

受
け
付
け
て
い
ま
す

国
民
年
金
の

国
民
年
金
の

学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
納
付
特
例
制
度

　

国
民
年
金
は
、　

歳
に
な
っ

２０

た
ら
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
、

保
険
料
を
納
付
す
る
義
務
が
発

生
し
ま
す
。
た
だ
し
、
大
学
・

専
門
学
校
な
ど
の
学
生
の
方
に

は
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ

り
ま
す
。
承
認
さ
れ
る
と
、
障

害
な
ど
の
不
慮
の
事
態
に
な
っ

た
場
合
に
も
、
一
定
の
要
件
を

満
た
せ
ば
障
害
年
金
な
ど
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
を
受
け

た
期
間
は
２
年
以
内
で
あ
れ
ば
、

加
算
金
が
付
か
な
い
金
額
で
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
後
も　

年
以
内
で
あ
れ
ば
一

１０

定
の
金
額
を
加
算
し
て
追
納
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
将
来
満

額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取

る
た
め
に
も
追
納
を
お
勧
め
し

ま
す
。

▽
申
請
方
法　

年
金
手
帳
と
学

生
証
を
持
参
し
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

保
険

年
金
課
年
金
係

型
貨
物
自
動
車（
特
定
中
貨
）」

な
ど
の
略
称
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

※
現
行
の
免
許
証
で
は
、大
型
・

普
通
と
も
運
転
で
き
る
範
囲
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
変
更

手
続
き
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ　

警
視
庁
運
転

免
許
本
部
免
許
管
理
課　

1　

・
０３

３
５
８
１
・
４
３
２
１
、h

ttp
:

//w
w
w
.k
eish
ich
o.m
etro.

tok
y
o.jp
/

自
衛
官
募
集

　

防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
７
月
・

　

月
採
用
の
自
衛
官（
２
等
陸
・

１０海
・
空
士
）
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

▽
応
募
資
格　

入
隊
日
現
在
、

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
男
子

１８

２７

▽
試
験
日　

５
月　

日（
土
）

２６

※
採
用
人
数
に
達
し
次
第
、
受

付
を
終
了
し
ま
す
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

自
衛

隊
東
京
地
方
協
力
本
部
府
中
募

集
案
内
所　

1　

・
５
０
１
１
、

３６５

tk
y
p
co

‐fu
ch
u
@
m
arb
le.o

cn
.n
e.jp

▽
期
日　

８
月
７
日（
火
）〜　
１０

日（
金
）、　

日（
火
）〜　

日（
金
）

２１

２４

▽
時
間　
　

時
〜
正
午

１０

▽
対
象　

多
摩
養
護
学
校
児
童
・

生
徒
及
び
そ
の
家
族
、
市
内
在

住
の
障
害
者

※
原
則
と
し
て
付
き
添
い
者
と

一
緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
費
用　
　

円
（
一
人
１
日
。

５０

保
険
加
入
料
と
し
て
）

▽
申
し
込
み
方
法　

住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
参
加

期
日
を
記
入
の
う
え
、
フ
ァ
ク

ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

５
月　

日
必
着

２５

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

都
立
多
摩
養
護
学
校
開
放
事
業

運
営
委
員
会　

1　

・
８
１
１

３７４

１
、
5　

・
９
４
８
０

３７２

都
立
多
摩
養
護
学
校

 
障
害
者
の
た
め
の

夏
休
み
プ
ー
ル
開
放

入
居
者
募
集

入
居
者
募
集

都
営
住
宅

都
営
住
宅

新
設
さ
れ
ま
す中

型
免
許

６
月
２
日
〜

シルバー
人材
センター
問い合わせ
1 ３７７・２２１２

社会福祉社会福祉
協議会協議会
からから

のため、試験までの３カ月間は語学を
中心に、「人生で最も勉強をした」と
いうぐらい猛勉強をしたそうです。も
ともと大学でスペイン語を専攻してい
たこともあり、見事試験に合格した中
村さんは、ＪＩＣＡでの１カ月の研修
を経てホンジュラスに旅立ちました。
　「私が作成した日本語版の観光ガイ
ドブックを持ちながら、多くの日本の
方がこのすばらしいコパン遺跡を訪れ
てくれたら、うれしい」と中村さん。
日本とホンジュラスの友好の掛け橋と
なる活動が今スタートしました。
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▽
期
日　

６
月
４
日（
月
）

▽
時
間　

９
時
〜
正
午

▽
会
場　

第
二
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
に
住
民
登
録
の
あ

る
、
検
診
日
現
在　

歳
以
上
で

３５

前
回
検
診
月
か
ら
１
年
以
上
経

過
し
て
い
る
方

※
胃
の
手
術
を
し
た
方
、
治
療

中
、
妊
娠
中
の
方
を
除
く
。

▽
検
査
方
法　

バ
リ
ウ
ム
に
よ

る
胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影

▽
定
員　
　

人（
抽
選
）

４４

▽
申
し
込
み
方
法　

は
が
き（
記

入
例
参
照
）
ま
た
は
電
子
申
請

サ
ー
ビ
ス
（h

ttp
s://w

w
w
.

「胃がん検診受診希望」
１．６月４日（月）
２．第二文化センター
３．住所
４．氏名（フリガナ）
５．生年月日（年齢）
６．電話番号
７．前回検診年月日
※初めての方は「初診」
　と書いてください。

▼

は
が
き
記
入
例（
裏
面
）

e

‐tok
y
o.lg
.jp

）で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

５
月
９
日
必
着

※
抽
選
結
果
は
期
日
の
２
週
間

前
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

　

保
護
者
の
方
は
、
「
お
知
ら

せ
」
と
小
冊
子
「
予
防
接
種
と

子
ど
も
の
健
康
」を
よ
く
読
み
、

母
子
健
康
手
帳
と
予
診
票
を
必

ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
母
子
健
康
手
帳
が
な
い
場
合

は
、
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

※
予
診
票
が
な
い
場
合
は
、
受

付
時
間
中
に
会
場
で
配
布
し
ま

す
。

▽
期
日
・
会
場　

下
表
の
と
お

り

　

生
後
３
カ
月
以
上
の
犬
を
飼

っ
て
い
る
方
は
、
毎
年
犬
に
狂

犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
お

済
み
で
な
い
方
は
、
早
め
に
受

け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

６
月　

日
ま
で
は
、　

東
京

３０

（社）

都
獣
医
師
会
南
多
摩
支
部
稲
城

部
会
加
入
の
次
の
動
物
病
院
で
、

均
一
の
費
用
で
予
防
注
射
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
動
物
病
院　

野
坂
獣
医
科（
矢

野
口
）　

1　

・
７
７
９
０
、

３７７

陽
だ
ま
り
動
物
病
院（
矢
野
口
）

定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
消費者相談　 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火５／１

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
住宅リフォーム相談 １時～４時 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
女性の悩み相談 １０時～４時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
心配ごと相談 １０時～正午 福祉センター

水２

憲法記念日
＋休日急病診療所 菊池医院（百村）９時～５時　1３７８－３３３３木○３ 

みどりの日
＋休日急病診療所 松本医院（東長沼）９時～５時　1３７７－６０２７金○４ 

こどもの日
＋休日急病診療所 あべ内科クリニック（東長沼）９時～５時　1３７９－４８７０

土○５ 

＋休日急病診療所 東長沼クリニック（東長沼）９時～５時　1３７９－４８５１日○６ 
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係月７

３カ月～４カ月児健康診査（１９年１月生まれ） 保健センター
定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
交通事故相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
消費者相談　 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
行政相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火８

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
不動産相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 平尾出張所

水９

３歳児健康診査（１６年４月生まれ） 保健センター
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
登記相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
労働相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

木１０

母子健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

金１１

心の専門相談 １時～４時（予約随時） 福祉センター土１２

＋休日急病診療所　谷平医院（矢野口）９時～５時　1３７７－６４３３
休日窓口　８時３０分～正午・１時～５時　市民課、保険年金課、課税課、納税課
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係

日○１３ 

離乳食調理講習会（１８年１２月生まれ） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

月１４

定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
くらしの書類作成相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火１５

※経済課消費生活係の相談で（予約必要）とあるものは、前日の午前８時３０分から
予約を受け付けます。１３日（日）の法律相談は、１１日（金）に受け付けます。1３７８
－２２８６

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ    
稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

 
〒　

・　
 
稲
城
市
百
村　

の
１

２０６

０８０４

１１２

1　

・

３
４
２
１　

３７８

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
保
管
・
集
計
し
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
１
９
６
９　

今
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム　

特
別
価
格
の
市
民
シ
ー
ト
で
応
援
し
よ
う
！　

▽
問
い
合
わ
せ　
　

日
本
テ
レ
ビ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ　

杉
本　

1　

・　

・
３
０
３
４

（株）

０４４

９４６

①
５
月
３
日（
祝
）４
時
〜
／　

水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
／
国
立
競
技
場　

②
５
月　

日（
日
）１
時
〜
／　

湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
／
国
立
競
技
場　

③
５
月　

日（
水
）７
時
〜
／　

ア
ビ
ス
パ
福
岡
／
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム

VS

２０

VS

２３

VS

　

食
事
の
欧
米
化
及
び
高
齢
化

に
伴
い
、
前
立
腺
が
ん
は
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
講
演

▽
期
日　

５
月　

日（
金
）

１８

▽
期
日　

５
月
７
日（
月
）

▽
時
間　
　

時
〜　

時

１０

１１

▽
会
場　

第
二
文
化
セ
ン
タ
ー

※
直
接
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
内
容　

保
健
師
に
よ
る
相
談
、

血
圧
測
定
な
ど

　

東
京
都
消
費
生
活
条
例
に

基
づ
き
、都
が
実
施
し
た「
化

粧
品
類
の
安
全
性
に
関
す
る

調
査
」
の
結
果
、
注
意
表
示

な
ど
が
不
十
分
と
考
え
ら
れ

る
子
供
用
化
粧
品
〔
口
紅
、

マ
ニ
キ
ュ
ア
な
ど
の
メ
ー
ク

ア
ッ
プ
用
化
粧
品
（
基
礎
化

粧
品
は
除
く
）
〕
が
販
売
さ

れ
て
い
る
現
状
や
ア
レ
ル
ギ

ー
物
質
な
ど
を
含
む
染
毛
剤

（
ヘ
ア
ダ
イ
、
白
髪
染
め
な

ど
）
を
子
供
（　

歳
以
下
の

１２

男
女
）
に
使
用
し
て
い
る
実

態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

消
費
者
相
談
室

1　

・

３
７
３
８

３７８

　
（
月
・
火
・
水
・
金
曜
日
）

注意しましょう�
　子供用化粧品や�
　子供の染毛剤の使用�

　

子
供
用
化
粧
品
は
玩
具
店
な

ど
で
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

薬
事
法
で
は
大
人
用
の
化
粧
品

と
同
様
に
化
粧
品
に
分
類
さ
れ

て
い
て
、
主
要
な
成
分
は
、
大

人
用
の
化
粧
品
と
変
わ
り
ま
せ

ん
。
試
買
調
査
の
結
果
で
は
、

す
べ
て
の
商
品
に
成
分
表
示
が

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
子
供
が

使
用
す
る
と
い
う
こ
と
に
配
慮

し
た
注
意
表
示
が
あ
っ
た
商
品

は
少
数
で
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
実
態

調
査
で
は
、
約　

％
の
女
児
に

４５

化
粧
の
経
験
が
あ
り
、
そ
の
中

の
約　

％
が
そ
の
後
も
時
々
化

１０

粧
を
し
て
い
ま
し
た
。
化
粧
経

験
者
の
う
ち
、
２
・
２
％
が
皮

膚
障
害
な
ど
の
危
害
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

　

子
供
用
化
粧
品
は
、
大
人
用

の
化
粧
品
と
同
じ
で
す
。
お
子

さ
ん
が
き
ち
ん
と
取
り
扱
う
こ

と
が
で
き
る
か
を
、
保
護
者
が

適
切
に
判
断
し
ま
し
ょ
う
。
使

用
後
も
誤
飲
な
ど
を
し
な
い
よ

う
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ン

▽
受
付
時
間　

１
時　

分
〜
２

５０

時　

分
５０

▽
対
象　

生
後
３
カ
月
以
上
７

歳
６
カ
月
未
満
の
方

▽
通
知
対
象　

１
回
目
＝　

年
１８

８
月
１
日
〜
１
月　

日
に
生
ま

３１

れ
た
方　

２
回
目
＝　

年
２
月

１８

１
日
〜　

年
７
月　

日
に
生
ま

１８

３１

れ
た
方

※
通
知
対
象
で
な
い
方
で
も
、

対
象
の
年
齢
で
あ
れ
ば
受
け
ら

れ
ま
す
。

▽
接
種
方
法　

６
週
間
以
上
の

間
隔
を
あ
け
て
２
回
投
与

※
今
回
が
１
回
目
の
場
合
、
２

回
目
は　

月
で
す
。

１０

会　場期　日

城山文化センター５月７日（月）

第四文化センター５月９日（水）

第三文化センター５月１４日（月）

保健センター５月１５日（火）

第二文化センター５月２１日（月）

第三文化センター５月２８日（月）

保健センター５月２９日（火）

1　

・
３
８
８
５
、
シ
ン
ド
ウ

３７７
動
物
病
院（
東
長
沼
）　

1　

・
３７８

１
４
３
１
、
新
ゆ
り
が
お
か
動

物
病
院（
平
尾
）　

1　

・
５
７

３３１

３
１

▽
費
用　

３
千　

円
（
注
射
・

５５０

注
射
済
票
代
）

会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

５
月　

日（
土
）

１２

▽
時
間　
　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
講
師　

松
崎　

章
二
氏
〔
泌

尿
器
科
医
師
（
稲
城
市
立
病
院

診
療
部
長
・
稲
城
市
医
師
会
会

員
）
〕

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

５０

▽
費
用　

無
料

▽
申
し
込
み
方
法　

保
健
セ
ン

タ
ー
に
５
月　

日
ま
で
に
電
話

１１

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
時
間　

２
時　

分
〜
３
時　

５０

１０

分▽
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
内
在
住
で
、
健
診

時
妊
娠　

週
〜　

週
の
方

１６

２７

▽
内
容　

歯
科
医
師
に
よ
る
健

診
・
相
談

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ケ
ー
ト
に
よ
る
染
毛
剤
の
実

態
調
査
で
は
、
約
４
％
の
子

供
に
染
毛
の
経
験
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
の
８
割
以
上
が
染

毛
剤
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

試
買
調
査
の
結
果
で
は
、「
幼

小
児
に
は
使
用
し
な
い
」
な

ど
の
記
載
が
な
い
商
品
が　
３５

品
中　

品
あ
り
ま
し
た
。
染

２０

毛
剤
に
は
、
体
質
に
よ
っ
て

は
重
篤
な
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状

を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
ｐ

－

フ
ェ
ニ
レ
ン
ジ
ア
ミ
ン（
発

色
主
剤
と
し
て
使
わ
れ
る
物

質
）
な
ど
の
感
作
性
が
あ
る

（
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
起
こ

る
状
態
と
な
る
）
物
質
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
一
度
、
ア

レ
ル
ギ
ー
症
状
が
出
る
と
、

ま
た
同
じ
症
状
が
出
る
危
険

性
が
高
く
な
り
ま
す
。
必
要

な
場
合
を
除
き
、
子
供
へ
の

染
毛
剤
の
使
用
は
や
め
ま
し

ょ
う
。

受
け
て
安
心

受
け
て
安
心

胃
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診

地
域
出
張
健
康
相
談

地
域
出
張
健
康
相
談

受
け
ま
し
ょ
う

受
け
ま
し
ょ
う

妊
婦
歯
科
健
康
診
査

妊
婦
歯
科
健
康
診
査

健康教育講座健康教育講座

 前立腺がん前立腺がん
講演会講演会

予
防
接
種

予
防
接
種

ポ
リ
オ

 
ポ
リ
オ

（
急
性

（
急
性
灰
白
髄

 
灰  
白  
髄 
炎炎
）

   

）

か
い 
は
く 
ず
い 
え
ん

お済みですかお済みですか

狂犬病予防注射狂犬病予防注射


